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２. 都市づくりの基本目標

第 1章で整理した都市づくりの方向性のうち、都市づくりのテーマである 5項目を「都市づくり

の基本目標」に位置づけます。

○中心市街地や地域の拠点などに都市機能を誘導するとともに、交通の利便性の高い地域などに
居住を誘導することによって、歩いて暮らせるコンパクトなまちづくりを推進します。

○公共施設等は、長期的な視点をもって、更新や長寿命化等を計画的に行うとともに、整備・運営

に民間の資金などの導入を推進します。

○増加する空き家や空き地等は、都市づくりの資源として活用を図ります。

基本目標１ コンパクトで暮らしやすい都市

○主要幹線道路の整備促進などにより、市民活動を支える道路交通環境の形成を図ります。

○利便性・効率性が高い公共交通環境の形成を図ります。

○誰もが安全で快適に移動できる交通環境の形成や、車中心から人中心への交通環境の転換を図

ります。

基本目標２ 快適で移動しやすい都市

○中心市街地等への都市機能の集積により、県都としてふさわしい広域的な拠点形成を図ります。
○居心地がよく歩きたくなる環境づくりや地域資源を活用した観光振興などにより、都市の活力

の向上を図ります。

○産業の成長を促進させる都市づくりを進めるとともに、新たな生活様式に対応した多様で柔軟
な働き方を促進する仕組みづくりや、未来の活力となる次世代を育む生活環境の形成を図りま

す。

基本目標３ にぎわいと活力のある都市

○風水害、桜島爆発・降灰や地震・火災などの災害に強い都市の形成を図ります。

○大規模な自然災害が発生した際には早期に復旧・復興ができる都市の形成を図ります。

○空き家等の対策や地域の防犯体制の向上など、暮らしの安全などに配慮した都市の形成を図り

ます。

基本目標４ 安心・安全な都市

○歴史・文化資源や自然環境を保全・活用して良好な都市景観や自然環境と触れ合う場などを形

成し、魅力あふれる都市の形成を図ります。

○緑豊かな美しい都市づくりに取り組み、うるおいと彩りを感じられる環境の創出を図ります。

○「ゼロカーボンシティかごしま」の実現に向けて、脱炭素型の環境に配慮した効率的な都市の

形成を図ります。

基本目標５ 自然・歴史・文化を生かした都市


